研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑2階Ｂグループ　　職　種　介護福祉士　　氏　名 吉田佑子

	期　　間　　平成25年10月20日～平成25年10月20日

	出張目的　第22回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　　今回、青森県長寿研究会に参加し、コミュニケーションやケアなど利用者様１人１人に合わせて話す事や工夫しているが分かった。研修を通し、難しい内容もあったが基本となるものは変わらないと再確認出来、とても勉強になった。ケアをするにあたって、介護福祉士・介護員だけではなく、看護師やOT・PTなど他職種が連携し、情報交換を徹底しなければならない事が改めて大切だと感じ、日常業務だけではなく、利用者様１人１人の日々の状態を他職種が共に把握し情報共有する事が何より大事なのだと改めて再確認出来た。利用者様と会話する際は、今何を思い何を感じているかを利用者様の目線に立つことが、大切だと研修を通して改めて思った。しかし、今回の学習療法の例等は私の考えにはなかったのでとてもためになったと思う。会話や趣味だけでなく、他の作業等でも他者様・職員とのふれあう機会を増やすことにより、日々の生活にメリハリがつき心身の健康にも繋がると思う。

またＰＰＴの操作時発表者ではないのに緊張してしまいミスをすることもあったが無事に終われてよかったと思う。この研修の経験を経て日々の業務に生かせていけるようにしていきたいと思う。今後も日々新しくなっている知識や技術等をもっと勉強していかなければならないと感じた。

　主担当として研究を進めていくのは初めてで失敗も多々あり、他職員にも迷惑をかけてしまった。この研究を通し、自分とは違う考えがあり、話し合うことで他職員が徘徊について普段どのように考えているかも分かった。この経験を通し今後に活かせていければと思う。

〈研修要旨〉

介護老人保健施設　カトレア

「１＋１＝♡」

～くもん学習療法から生まれた笑顔と自信～

【はじめに】

一般病棟24床・認知症専門棟40床、計64名の利用者の方が入所している。平成7年開設、開設当初からの利用者の方、認知症の進行、ターミナルケア対象となる方も増え、本来の介護保健施設の役割が果たされていない状況である。

今、私達に出来ることを考え、認知症進行予防への取り組みの一つとしてくもん学習療法を導入。ｓの経過を報告する。

【対象・方法】

本人・家族の希望を確認し同意を得て実施。

入所者25名(介護度2～5)

デイケア利用者3名(介護度1～5)

1人あたりの学習時間：週3回・各20分～30分

担当職員：支援相談員・作業療法士・看護職員・介護職員

【導入後の結果】

事例より

認知症状緩和…表情回復、暴力・暴言軽減、不満・被害妄想軽減

【考察】

普段コミュ二ケーションの量が何倍にもなりこれまでの関わり不足を感じた。利用者の方の変化・喜び・嬉しさをチームで共有できるようになり、利用者の方からいただく笑顔を力とし現在も継続できている。もともとあったＢＰＳが精神科医往診と精神薬調整により安定されてきたが学習療法導入にあたって、症状緩和した利用者の方、逆に脳が活性化し、ＢＰＳＤあ再出現している例がある。ただそれは、同じような訴えでも内容が以前と違っている。学習療法による変化の初期症状であるが、本人の強い思いと捉え、尊重し寄り添う事で、戸惑いや不安を一緒に乗り越え、今後、利用者の方の笑顔そして自信へ繋げられたら…と考える。

感想・考察

学習療法にくもんを要いるという考えを持っていなかったのですごく画期的だと思った。また、問題を解く事でその利用者の方の自信にも繋がる。普段はやることもなく1日が終わってしまうのではなく何か目標をたてそれを行い、他者から採点され評価されることで意欲が沸き表情や生活にもやる気が見られている事が分かりとても参考になった。今後、参考にし出来そうな方に行って頂いていけば日々の生活にも刺激になると思われる。

〈研修要旨〉

アクティビティを通して快適な生活を送ろう

～生活リズムの改善～

【目的】

当施設に入所し、二か月が経過しても、昼夜通して大声や繰り返し同じ訴えをする入所者様に対し、余暇時間に本人の好むアクティビティを行い、充実した時間を過ごす事で、生活リズムが改善するのではないかと考え、援助したのでその結果を報告する。

【対象】

Ｍ様　女性　84菜　介護度4　ADL自立ｃ１　認知自立度Ⅳ

既往歴　アルコール依存症・認知症・脳梗塞・左大腿骨骨折・糖尿・難聴(筆談可)・昼夜おむつ(尿、便意曖昧)訴えが多く、夜間不眠傾向にあり。

【方法】

家族や本人に好みの活動を聞き、以下の展開をする。

(6中旬～7月末)　時間・主に昼食後　12時30分頃～14時30分(約1時間程度)

1 塗り絵　②計算問題　③絵本　④散歩　⑤パタカラナ体操(嚥下体操)

【経過】

1週間目、集中力がなく、10分程ですぐに手を止め「寝たい」と訴える。2週目、徐々に集中できるようになり、活動時間が30～40分と長くなる。3週目、「寝たい」との訴えが減り、大声を出し繰り返し同じ訴えをすることが少なくなった。また、絵本は声を出して読み、計算問題は採点すると笑みが見られ、塗り絵は完成したものを職員に見せるなど、達成感と意欲が感じられた。

【考察】

Ｍ様が好む活動を継続的に支援することが、達成感と満足度そして適度な疲労感を与えられたと思われる。心身が充実すると共に訴えが軽減し、夜間の睡眠時間の確保できたことは、生活リズムの改善に繋がったと考えられる。今後Ｍ様に限らず、他入所者様にも個々に好むアクティビティを提供することで、充実した日常生活が送れるように支援していきたい。

感想・考察

昼夜共に多動な方の対応は時々どうしていいかわからなくなる時があるので参考になった。本人の好み・本人の調子に合わせ行っていくことはとても大切だと再確認しました。普段介護する側の都合等による時もあり尊重しなくてはならないものが欠けてしまうことのあるので再度振り返り日々の業務や利用者様の本来の望み等にも目を向け、行っていければいいと思う。
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